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川
越
市
内
小
学
校
の
中
で

今
後
増
々
児
童
増
加
が
見
込

ま
れ
る
牛
子
小
学
校
、
南
古

谷
小
学
校
の
対
策
に
つ
い
て

川
越
市
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。
市
長
に
伺
う
。

　
市
長
　
両
校
は
南
古
谷
駅

周
辺
を
学
区
域
と
し
、
宅
地

開
発
等
の
社
会
増
で
児
童
が

急
増
し
て
い
る
。
こ
の
地
域

は
駅
周
辺
や
道
路
拡
張
整
備

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
基
盤
と

な
り
、
急
速
な
宅
地
開
発
か

ら
児
童
数
に
影
響
が
で
て
い

る
。
市
域
に
児
童
数
の
減
少

地
域
が
あ
る
一
方
で
、
南
古

谷
地
区
の
様
に
開
発
が
進
み
、

数
年
間
は
児
童
が
増
加
し
、

教
室
の
不
足
が
予
測
さ
れ
る

学
校
も
あ
る
と
、
児
童
数
の

将
来
的
見
通
し
が
難
し
い
。

両
校
と
も
今
後
の
児
童
数
の

推
移
を
注
視
し
、
早
急
に
適

正
な
施
設
整
備
を
行
い
た
い
。

　
南
古
谷
地
区
小
学
校
問
題

　
地
方
元
気
再
生
事
業

　
泉
町
地
区
か
ら
牛
子
小
学

校
へ
通
う
児
童
数
の
増
加
に

伴
い
、
安
全
な
通
学
路
の
整

備
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。
南

田
島
地
区
幹
線
道
路
の
整
備

進
展
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
建
設
部
長
　
南
田
島
公
民

館
そ
ば
の
市
道
０
０
４
１
号

線
と
０
０
４
２
号
線
の
交
差

点
部
か
ら
、
県
道
今
福
・
木

野
目
線
ま
で
の
延
長
約
五
百

五
十
メ
ー
ト
ル
区
間
で
整
備

を
計
画
中
で
あ
る
。
こ
こ
は

牛
子
小
の
通
学
路
に
指
定
さ

れ
、
多
く
の
児
童
が
通
行
す

る
が
、
幅
員
は
四
メ
ー
ト
ル

で
歩
行
者
の
安
全
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。
自
治
会
の
関

係
地
権
者
か
ら
も
要
望
書
を

頂
い
て
お
り
、
今
年
八
月
に

は
道
路
整
備
に
関
す
る
地
元

説
明
会
を
行
っ
た
。
現
在
は

関
係
地
権
者
と
の
調
整
中
だ

が
、
合
意
に
至
れ
ば
用
地
測

量
等
の
調
査
を
進
め
た
い
。

　
児
童
数
増
加
と
通
学
路

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

初
雁
公
園
基
本
構
想
の
見
直
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道
路
冠
水
の
現
状
と
原
因

周
辺
流
域
か
ら
雨
水
が
道
路

表
面
を
激
流
す
る
。
調
整
池

の
機
能
と
側
溝
の
改
善
、
関

越
西
側
で
調
整
池
等
の
新
設

が
必
要
で
は
。

　
事
業
推
進
部
長
　
市
道
〇

〇
五
〇
号
線
沿
い
に
設
置
し

た
雨
水
調
整
池
は
二
か
所
あ

り
、
合
計
一
万
千
六
百
㎥
の

貯
留
量
が
あ
る
。
関
越
道
東

西
側
流
域
の
合
計
約
七
十
八

ha
分
の
流
出
量
を
調
整
で
き

る
量
と
解
析
し
て
い
る
。
こ

の
雨
水
調
整
池
へ
の
集
水
は
、

市
道
〇
〇
五
〇
号
線
の
側
溝

及
び
路
面
雨
水
を
取
込
む
よ

う
に
施
工
し
て
あ
る
。
今
後

の
雨
水
対
策
は
、
道
路
冠
水

の
原
因
を
踏
ま
え
関
係
部
局

と
協
議
し
、
既
設
の
雨
水
排

水
施
設
の
改
善
や
下
流
の
調

整
池
と
の
連
携
及
び
調
整
池

の
新
設
を
含
め
、
効
果
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
福
原
地
域
の
諸
問
題
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伊
佐
沼
公
園
は
、
平
成
十

七
年
度
に
用
地
測
量
が
終
了

し
、
伊
佐
沼
の
地
域
用
水
環

境
整
備
事
業
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
の
で
、
続
け
て
公

園
整
備
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

　
都
市
計
画
部
長
　
伊
佐
沼

東
岸
と
西
岸
の
計
十
三
・
五

ha
を
計
画
区
域
と
定
め
整
備

を
進
め
て
い
る
。
平
成
十
六

年
度
か
ら
二
十
年
度
に
か
け
、

用
地
測
量
、
冒
険
の
森
ゾ
ー

ン
基
本
設
計
策
定
、
暫
定
駐

車
場
整
備
を
順
次
行
っ
た
。

区
域
が
広
大
で
膨
大
な
事
業

費
を
要
す
る
た
め
、
今
後
は

都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
基

本
計
画
等
の
策
定
か
ら
年
月

が
過
ぎ
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
財

政
事
情
も
変
化
し
た
こ
と
か

ら
、
区
域
や
整
備
内
容
を
見

直
し
て
計
画
を
実
現
し
た
い
。

　
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

　
伊
佐
沼
周
辺
の
課
題

　
暫
定
活
用
中
の
鏡
山
酒
造

跡
地
で
は
、
様
々
な
問
題
点

や
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
は

あ
っ
た
の
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
施
設
や

そ
の
運
用
で
は
、
施
設
の
閉

館
時
間
を
午
後
五
時
と
し
た

こ
と
、
明
治
蔵
の
物
販
施
設

の
定
休
日
を
水
曜
日
と
し
た

こ
と
で
、
利
用
者
に
不
便
を

か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
広
場
の
活
用
で
は
、
騒

音
に
対
す
る
苦
情
が
若
干
あ

っ
た
。
施
設
へ
の
意
見
や
意

向
で
は
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
置
し
て
欲

し
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

配
慮
を
求
め
る
も
の
、
地
元

食
材
を
用
い
た
手
打
ち
そ
ば

屋
の
希
望
等
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
に
つ

い
て
は
、
現
在
募
集
中
の
指

定
管
理
者
公
募
の
仕
様
書
に

も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
鏡
山
酒
造
跡
地
暫
定
活
用
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平
成
14
年
か
ら
放
置
さ
れ
、

改
修
計
画
の
進
展
す
ら
見
ら

れ
無
い
旧
霞
北
小
体
育
館
に

係
る
今
後
の
具
体
的
プ
ラ
ン

を
示
す
と
共
に
地
域
へ
の
説

明
責
任
を
尽
く
す
べ
き
で
は
。

　
市
長
　
旧
霞
ケ
関
北
小
学

校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
そ

の
場
所
に
霞
ケ
関
北
公
民
館

を
移
転
し
、
い
ず
れ
は
霞
ケ

関
北
出
張
所
も
統
合
し
て
市

民
セ
ン
タ
ー
的
な
方
策
を
と

れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

市
の
方
針
を
転
換
す
る
以
上

は
地
元
の
皆
様
に
ご
説
明
し
、

ご
理
解
を
頂
い
た
上
で
、
具

体
化
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
財
政
上
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
（
仮
称
）
大
東
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

た
の
ち
、
地
元
の
皆
様
と
の

合
意
が
整
っ
た
段
階
で
、
新

た
な
計
画
に
そ
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
旧
霞
北
小
体
育
館
の
今
後

　
２
０
１
１
年
７
月
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
あ
た

り
、
低
所
得
者
へ
の
対
策
や

市
民
の
抱
え
る
問
題
に
、

国
・
市
は
ど
の
様
に
対
処
す

る
の
か
。

　
総
合
政
策
部
長
　
総
務
省

で
は
、
今
年
の
秋
以
降
を
め

ど
に
経
済
的
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な

い
世
帯
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料

が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
生

活
保
護
世
帯
な
ど
）
を
対
象

に
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付
や
ア
ン
テ
ナ
の
改
修

な
ど
の
支
援
を
行
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
で
は
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

き
め
細
か
い
対
応
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
石
張
り
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今
年
は
衆
議
院
選
挙
の
為
、

実
動
型
訓
練
が
中
止
に
な
っ

た
が
、
参
加
す
る
予
定
で
あ

っ
た
自
治
会
へ
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
総
務
部
長
　
総
合
防
災
訓

練
は
市
民
及
び
関
係
機
関
が

参
加
し
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
開
催
を
し
て
お
り
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
図

上
訓
練
と
隔
年
の
実
施
を
し

て
い
る
。
今
年
度
は
川
越
西

小
学
校
で
の
訓
練
を
予
定
し

た
が
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
日
と
重
な
り
中
止
と
し

た
。
川
鶴
支
会
内
で
は
市
の

総
合
防
災
訓
練
が
あ
る
の
で
、

自
治
会
独
自
の
防
災
訓
練
は

行
わ
な
い
と
し
た
自
治
会
も

あ
る
が
、
総
合
防
災
訓
練
中

止
後
に
独
自
に
防
災
訓
練
を

行
う
話
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

今
後
、
自
治
会
独
自
で
訓
練

を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
財

政
面
等
で
支
援
を
し
た
い
。

　
防
災
訓
練
と
水
害
対
策

　
事
務
事
業
評
価
や
施
策
評

価
は
、
内
部
で
の
評
価
は
難

し
く
、
現
状
は
機
能
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
現
状
打

開
の
た
め
、
外
部
評
価
導
入

の
検
討
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
総
合
政
策
部
長
　
行
政
評

価
は
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、

そ
の
評
価
を
事
業
所
管
課
が

行
っ
て
お
り
、
事
業
を
実
施

す
る
当
事
者
で
は
当
該
事
業

の
評
価
が
し
づ
ら
い
。
ま
た
、

施
策
評
価
は
複
数
所
属
に
跨

る
複
数
事
業
を
、
ど
の
所
属

の
者
が
評
価
す
る
の
か
と
い

う
問
題
も
あ
り
、
各
事
業
と

直
接
関
係
の
な
い
外
部
有
識

者
の
評
価
が
有
益
と
思
わ
れ

る
。
内
部
職
員
で
の
事
務
事

業
評
価
の
課
題
整
理
と
先
進

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
、

外
部
評
価
導
入
の
有
効
性
や

効
果
を
検
証
す
る
等
し
て
、

導
入
へ
の
検
討
を
し
た
い
。

　
古
谷
湿
地

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

実
動
型
防
災
訓
練
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啓
政
会
　 

吉
　
田
　
光
　
雄

二
年
後
の
地
デ
ジ
放
送
問
題
点

　
道
路
交
通
法
の
自
転
車
に

関
す
る
改
正
の
周
知
を
子
供

を
通
じ
家
族
に
啓
発
す
る
効

果
は
多
大
と
思
え
る
が
、
川

越
市
の
取
り
組
み
状
況
に
対

し
て
の
見
解
を
う
か
が
う
。

　
市
民
部
長
　
改
正
内
容
を

市
民
に
周
知
す
る
た
め
、
市

広
報
と
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
他
、

交
通
安
全
運
動
等
の
機
会
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
併
せ
て

学
校
に
お
い
て
も
、
こ
の
夏

休
み
前
に
教
育
委
員
会
を
通

じ
、
法
改
正
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
チ
ラ
シ
を
小
学
校
六

年
生
と
中
学
校
一
年
生
全
員

に
配
布
し
た
。
交
通
法
規
の

改
正
等
の
情
報
に
接
す
る
機

会
が
少
な
い
児
童
の
親
に
対

し
、
子
供
を
通
じ
て
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
有
効
な

方
法
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

今
後
も
機
会
を
捉
え
て
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
地
デ
ジ
移
行
の
市
民
影
響

　
市
民
が
利
用
す
る
自
転
車

　
市
内
二
十
四
小
中
学
校
の

運
動
場
が
雨
水
貯
留
浸
透
の

施
設
に
な
っ
て
い
る
が
、
新

河
岸
川
激
特
事
業
も
終
り
、

避
難
場
所
で
も
あ
る
の
で
、

施
設
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

　
建
設
部
長
　
校
庭
を
元
に

戻
し
、
防
災
上
安
全
な
避
難

場
所
に
す
る
こ
と
は
理
想
的

だ
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
雨

水
対
策
か
ら
す
る
と
、
一
時

的
に
雨
水
を
貯
留
浸
透
さ
せ
、

河
川
へ
の
流
入
を
遅
ら
せ
て

川
の
氾
濫
等
を
抑
え
る
重
要

施
設
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、

平
成
二
十
年
度
に
は
国
の
会

計
検
査
で
全
国
的
に
維
持
管

理
の
徹
底
を
指
導
さ
れ
て
い

る
上
、
周
辺
住
宅
地
の
被
害

軽
減
に
も
効
果
が
出
て
い
る
。

　
な
お
、
提
案
頂
い
た
流
域

貯
留
施
設
の
遊
休
農
地
へ
の

移
し
替
え
に
つ
い
て
は
、
今

後
関
係
機
関
、
関
係
各
課
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
学
校
の
校
庭

啓
政
会
　 

久
　
保
　
啓
　
一

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
教
育
の
場14

　
構
想
に
よ
る
整
備
は
、
市

政
施
行
百
周
年
に
向
け
て
の

実
現
は
難
し
い
と
考
え
る
。

構
想
区
域
内
の
課
題
を
再
度

検
討
し
、
実
現
可
能
な
計
画

と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
こ
の
構
想
は
、
市

政
施
行
百
周
年
を
目
途
に
、

初
雁
公
園
を
城
址
公
園
と
し

て
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

慶
応
三
年
頃
の
川
越
城
の
一

部
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
壮

大
な
構
想
で
、
現
実
的
に
は

整
備
の
費
用
や
期
間
を
考
え

る
と
、
市
政
施
行
百
周
年
に

向
け
て
の
整
備
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
本
丸
御
殿
は

川
越
を
代
表
す
る
歴
史
的
遺

産
で
、
川
越
城
跡
は
県
指
定

の
史
跡
で
あ
る
の
で
、
城
址

公
園
と
し
て
実
現
可
能
な
範

囲
で
の
整
備
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
公
共
下
水
道

　
初
雁
公
園
整
備
基
本
構
想

牛
　
窪
　
多
喜
男

南
古
谷
地
区
小
学
校
児
童
増
加

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

啓
政
会
　 

稲
　
浦
　
敏
　
雄

雨
水
対
策

15

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

外
部
評
価
導
入
の
検
討
状
況

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

暫
定
活
用
中
の
意
見
・
要
望
は

6

問答問答

質問質問質問

問答

質問

問答

質問 質問

8

三
　
上
　
喜
久
蔵

伊
佐
沼
公
園
建
設
の
進
捗

　
　

や
ま
ぶ
き

同
　

志
　

会

9

若
　
海
　
　
　
保

南
田
島
地
区
の
幹
線
道
路
整
備

や
ま
ぶ
き

同
　

志
　

会

質問質問 質問

問答問答

質問

問答

質問 質問

問答

民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
隆

地
域
へ
の
説
明
責
任
を
尽
く
せ

10

質問

問答

質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

自
転
車
利
用
の
規
則
の
周
知

　 17
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川
越
市
内
小
学
校
の
中
で

今
後
増
々
児
童
増
加
が
見
込

ま
れ
る
牛
子
小
学
校
、
南
古

谷
小
学
校
の
対
策
に
つ
い
て

川
越
市
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。
市
長
に
伺
う
。

　
市
長
　
両
校
は
南
古
谷
駅

周
辺
を
学
区
域
と
し
、
宅
地

開
発
等
の
社
会
増
で
児
童
が

急
増
し
て
い
る
。
こ
の
地
域

は
駅
周
辺
や
道
路
拡
張
整
備

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
基
盤
と

な
り
、
急
速
な
宅
地
開
発
か

ら
児
童
数
に
影
響
が
で
て
い

る
。
市
域
に
児
童
数
の
減
少

地
域
が
あ
る
一
方
で
、
南
古

谷
地
区
の
様
に
開
発
が
進
み
、

数
年
間
は
児
童
が
増
加
し
、

教
室
の
不
足
が
予
測
さ
れ
る

学
校
も
あ
る
と
、
児
童
数
の

将
来
的
見
通
し
が
難
し
い
。

両
校
と
も
今
後
の
児
童
数
の

推
移
を
注
視
し
、
早
急
に
適

正
な
施
設
整
備
を
行
い
た
い
。

　
南
古
谷
地
区
小
学
校
問
題

　
地
方
元
気
再
生
事
業

　
泉
町
地
区
か
ら
牛
子
小
学

校
へ
通
う
児
童
数
の
増
加
に

伴
い
、
安
全
な
通
学
路
の
整

備
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。
南

田
島
地
区
幹
線
道
路
の
整
備

進
展
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
建
設
部
長
　
南
田
島
公
民

館
そ
ば
の
市
道
０
０
４
１
号

線
と
０
０
４
２
号
線
の
交
差

点
部
か
ら
、
県
道
今
福
・
木

野
目
線
ま
で
の
延
長
約
五
百

五
十
メ
ー
ト
ル
区
間
で
整
備

を
計
画
中
で
あ
る
。
こ
こ
は

牛
子
小
の
通
学
路
に
指
定
さ

れ
、
多
く
の
児
童
が
通
行
す

る
が
、
幅
員
は
四
メ
ー
ト
ル

で
歩
行
者
の
安
全
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。
自
治
会
の
関

係
地
権
者
か
ら
も
要
望
書
を

頂
い
て
お
り
、
今
年
八
月
に

は
道
路
整
備
に
関
す
る
地
元

説
明
会
を
行
っ
た
。
現
在
は

関
係
地
権
者
と
の
調
整
中
だ

が
、
合
意
に
至
れ
ば
用
地
測

量
等
の
調
査
を
進
め
た
い
。

　
児
童
数
増
加
と
通
学
路

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

初
雁
公
園
基
本
構
想
の
見
直
し16

　
道
路
冠
水
の
現
状
と
原
因

周
辺
流
域
か
ら
雨
水
が
道
路

表
面
を
激
流
す
る
。
調
整
池

の
機
能
と
側
溝
の
改
善
、
関

越
西
側
で
調
整
池
等
の
新
設

が
必
要
で
は
。

　
事
業
推
進
部
長
　
市
道
〇

〇
五
〇
号
線
沿
い
に
設
置
し

た
雨
水
調
整
池
は
二
か
所
あ

り
、
合
計
一
万
千
六
百
㎥
の

貯
留
量
が
あ
る
。
関
越
道
東

西
側
流
域
の
合
計
約
七
十
八

ha
分
の
流
出
量
を
調
整
で
き

る
量
と
解
析
し
て
い
る
。
こ

の
雨
水
調
整
池
へ
の
集
水
は
、

市
道
〇
〇
五
〇
号
線
の
側
溝

及
び
路
面
雨
水
を
取
込
む
よ

う
に
施
工
し
て
あ
る
。
今
後

の
雨
水
対
策
は
、
道
路
冠
水

の
原
因
を
踏
ま
え
関
係
部
局

と
協
議
し
、
既
設
の
雨
水
排

水
施
設
の
改
善
や
下
流
の
調

整
池
と
の
連
携
及
び
調
整
池

の
新
設
を
含
め
、
効
果
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
福
原
地
域
の
諸
問
題

11

　
伊
佐
沼
公
園
は
、
平
成
十

七
年
度
に
用
地
測
量
が
終
了

し
、
伊
佐
沼
の
地
域
用
水
環

境
整
備
事
業
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
の
で
、
続
け
て
公

園
整
備
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

　
都
市
計
画
部
長
　
伊
佐
沼

東
岸
と
西
岸
の
計
十
三
・
五

ha
を
計
画
区
域
と
定
め
整
備

を
進
め
て
い
る
。
平
成
十
六

年
度
か
ら
二
十
年
度
に
か
け
、

用
地
測
量
、
冒
険
の
森
ゾ
ー

ン
基
本
設
計
策
定
、
暫
定
駐

車
場
整
備
を
順
次
行
っ
た
。

区
域
が
広
大
で
膨
大
な
事
業

費
を
要
す
る
た
め
、
今
後
は

都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
基

本
計
画
等
の
策
定
か
ら
年
月

が
過
ぎ
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
財

政
事
情
も
変
化
し
た
こ
と
か

ら
、
区
域
や
整
備
内
容
を
見

直
し
て
計
画
を
実
現
し
た
い
。

　
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

　
伊
佐
沼
周
辺
の
課
題

　
暫
定
活
用
中
の
鏡
山
酒
造

跡
地
で
は
、
様
々
な
問
題
点

や
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
は

あ
っ
た
の
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
施
設
や

そ
の
運
用
で
は
、
施
設
の
閉

館
時
間
を
午
後
五
時
と
し
た

こ
と
、
明
治
蔵
の
物
販
施
設

の
定
休
日
を
水
曜
日
と
し
た

こ
と
で
、
利
用
者
に
不
便
を

か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
広
場
の
活
用
で
は
、
騒

音
に
対
す
る
苦
情
が
若
干
あ

っ
た
。
施
設
へ
の
意
見
や
意

向
で
は
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
置
し
て
欲

し
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

配
慮
を
求
め
る
も
の
、
地
元

食
材
を
用
い
た
手
打
ち
そ
ば

屋
の
希
望
等
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
に
つ

い
て
は
、
現
在
募
集
中
の
指

定
管
理
者
公
募
の
仕
様
書
に

も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
鏡
山
酒
造
跡
地
暫
定
活
用

7

　
平
成
14
年
か
ら
放
置
さ
れ
、

改
修
計
画
の
進
展
す
ら
見
ら

れ
無
い
旧
霞
北
小
体
育
館
に

係
る
今
後
の
具
体
的
プ
ラ
ン

を
示
す
と
共
に
地
域
へ
の
説

明
責
任
を
尽
く
す
べ
き
で
は
。

　
市
長
　
旧
霞
ケ
関
北
小
学

校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
そ

の
場
所
に
霞
ケ
関
北
公
民
館

を
移
転
し
、
い
ず
れ
は
霞
ケ

関
北
出
張
所
も
統
合
し
て
市

民
セ
ン
タ
ー
的
な
方
策
を
と

れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

市
の
方
針
を
転
換
す
る
以
上

は
地
元
の
皆
様
に
ご
説
明
し
、

ご
理
解
を
頂
い
た
上
で
、
具

体
化
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
財
政
上
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
（
仮
称
）
大
東
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

た
の
ち
、
地
元
の
皆
様
と
の

合
意
が
整
っ
た
段
階
で
、
新

た
な
計
画
に
そ
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
旧
霞
北
小
体
育
館
の
今
後

　
２
０
１
１
年
７
月
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
あ
た

り
、
低
所
得
者
へ
の
対
策
や

市
民
の
抱
え
る
問
題
に
、

国
・
市
は
ど
の
様
に
対
処
す

る
の
か
。

　
総
合
政
策
部
長
　
総
務
省

で
は
、
今
年
の
秋
以
降
を
め

ど
に
経
済
的
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な

い
世
帯
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料

が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
生

活
保
護
世
帯
な
ど
）
を
対
象

に
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付
や
ア
ン
テ
ナ
の
改
修

な
ど
の
支
援
を
行
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
で
は
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

き
め
細
か
い
対
応
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
石
張
り
舗
装
の
諸
問
題 12

　
今
年
は
衆
議
院
選
挙
の
為
、

実
動
型
訓
練
が
中
止
に
な
っ

た
が
、
参
加
す
る
予
定
で
あ

っ
た
自
治
会
へ
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
総
務
部
長
　
総
合
防
災
訓

練
は
市
民
及
び
関
係
機
関
が

参
加
し
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
開
催
を
し
て
お
り
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
図

上
訓
練
と
隔
年
の
実
施
を
し

て
い
る
。
今
年
度
は
川
越
西

小
学
校
で
の
訓
練
を
予
定
し

た
が
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
日
と
重
な
り
中
止
と
し

た
。
川
鶴
支
会
内
で
は
市
の

総
合
防
災
訓
練
が
あ
る
の
で
、

自
治
会
独
自
の
防
災
訓
練
は

行
わ
な
い
と
し
た
自
治
会
も

あ
る
が
、
総
合
防
災
訓
練
中

止
後
に
独
自
に
防
災
訓
練
を

行
う
話
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

今
後
、
自
治
会
独
自
で
訓
練

を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
財

政
面
等
で
支
援
を
し
た
い
。

　
防
災
訓
練
と
水
害
対
策

　
事
務
事
業
評
価
や
施
策
評

価
は
、
内
部
で
の
評
価
は
難

し
く
、
現
状
は
機
能
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
現
状
打

開
の
た
め
、
外
部
評
価
導
入

の
検
討
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
総
合
政
策
部
長
　
行
政
評

価
は
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、

そ
の
評
価
を
事
業
所
管
課
が

行
っ
て
お
り
、
事
業
を
実
施

す
る
当
事
者
で
は
当
該
事
業

の
評
価
が
し
づ
ら
い
。
ま
た
、

施
策
評
価
は
複
数
所
属
に
跨

る
複
数
事
業
を
、
ど
の
所
属

の
者
が
評
価
す
る
の
か
と
い

う
問
題
も
あ
り
、
各
事
業
と

直
接
関
係
の
な
い
外
部
有
識

者
の
評
価
が
有
益
と
思
わ
れ

る
。
内
部
職
員
で
の
事
務
事

業
評
価
の
課
題
整
理
と
先
進

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
、

外
部
評
価
導
入
の
有
効
性
や

効
果
を
検
証
す
る
等
し
て
、

導
入
へ
の
検
討
を
し
た
い
。

　
古
谷
湿
地

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

実
動
型
防
災
訓
練
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啓
政
会
　 

吉
　
田
　
光
　
雄

二
年
後
の
地
デ
ジ
放
送
問
題
点

　
道
路
交
通
法
の
自
転
車
に

関
す
る
改
正
の
周
知
を
子
供

を
通
じ
家
族
に
啓
発
す
る
効

果
は
多
大
と
思
え
る
が
、
川

越
市
の
取
り
組
み
状
況
に
対

し
て
の
見
解
を
う
か
が
う
。

　
市
民
部
長
　
改
正
内
容
を

市
民
に
周
知
す
る
た
め
、
市

広
報
と
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
他
、

交
通
安
全
運
動
等
の
機
会
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
併
せ
て

学
校
に
お
い
て
も
、
こ
の
夏

休
み
前
に
教
育
委
員
会
を
通

じ
、
法
改
正
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
チ
ラ
シ
を
小
学
校
六

年
生
と
中
学
校
一
年
生
全
員

に
配
布
し
た
。
交
通
法
規
の

改
正
等
の
情
報
に
接
す
る
機

会
が
少
な
い
児
童
の
親
に
対

し
、
子
供
を
通
じ
て
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
有
効
な

方
法
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

今
後
も
機
会
を
捉
え
て
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
地
デ
ジ
移
行
の
市
民
影
響

　
市
民
が
利
用
す
る
自
転
車

　
市
内
二
十
四
小
中
学
校
の

運
動
場
が
雨
水
貯
留
浸
透
の

施
設
に
な
っ
て
い
る
が
、
新

河
岸
川
激
特
事
業
も
終
り
、

避
難
場
所
で
も
あ
る
の
で
、

施
設
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

　
建
設
部
長
　
校
庭
を
元
に

戻
し
、
防
災
上
安
全
な
避
難

場
所
に
す
る
こ
と
は
理
想
的

だ
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
雨

水
対
策
か
ら
す
る
と
、
一
時

的
に
雨
水
を
貯
留
浸
透
さ
せ
、

河
川
へ
の
流
入
を
遅
ら
せ
て

川
の
氾
濫
等
を
抑
え
る
重
要

施
設
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、

平
成
二
十
年
度
に
は
国
の
会

計
検
査
で
全
国
的
に
維
持
管

理
の
徹
底
を
指
導
さ
れ
て
い

る
上
、
周
辺
住
宅
地
の
被
害

軽
減
に
も
効
果
が
出
て
い
る
。

　
な
お
、
提
案
頂
い
た
流
域

貯
留
施
設
の
遊
休
農
地
へ
の

移
し
替
え
に
つ
い
て
は
、
今

後
関
係
機
関
、
関
係
各
課
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
学
校
の
校
庭

啓
政
会
　 

久
　
保
　
啓
　
一

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
教
育
の
場14

　
構
想
に
よ
る
整
備
は
、
市

政
施
行
百
周
年
に
向
け
て
の

実
現
は
難
し
い
と
考
え
る
。

構
想
区
域
内
の
課
題
を
再
度

検
討
し
、
実
現
可
能
な
計
画

と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
こ
の
構
想
は
、
市

政
施
行
百
周
年
を
目
途
に
、

初
雁
公
園
を
城
址
公
園
と
し

て
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

慶
応
三
年
頃
の
川
越
城
の
一

部
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
壮

大
な
構
想
で
、
現
実
的
に
は

整
備
の
費
用
や
期
間
を
考
え

る
と
、
市
政
施
行
百
周
年
に

向
け
て
の
整
備
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
本
丸
御
殿
は

川
越
を
代
表
す
る
歴
史
的
遺

産
で
、
川
越
城
跡
は
県
指
定

の
史
跡
で
あ
る
の
で
、
城
址

公
園
と
し
て
実
現
可
能
な
範

囲
で
の
整
備
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
公
共
下
水
道

　
初
雁
公
園
整
備
基
本
構
想

牛
　
窪
　
多
喜
男

南
古
谷
地
区
小
学
校
児
童
増
加

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

啓
政
会
　 

稲
　
浦
　
敏
　
雄

雨
水
対
策
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導
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の
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関
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暫
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望
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ぶ
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会
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若
　
海
　
　
　
保

南
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幹
線
道
路
整
備

や
ま
ぶ
き

同
　

志
　

会
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問答問答

質問

問答
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民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
隆

地
域
へ
の
説
明
責
任
を
尽
く
せ
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質問

問答

質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

自
転
車
利
用
の
規
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の
周
知
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